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本編ハ明治三十二年四月京都傅覽協會一一於 T 

設 シクル 意匠傅覽會 一一 瞩託 ブ テ調查セシメ タ 
報吿一 1 、ゾテ本邦輸出エ藝品ノ意匠摸樣 -i 關ス 
參考 一一 資セン ヵ爲ノ 之 チ 印刷 一一 附ンタリ 
明治三十.三年三月 

農商務省商工局 
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輸 32 エ藝品ノ意匠摸樣ーー關スル調査報吿 

京都!1覽協會 

本邦輸出工業ノ貨物數種ァリト雖 M 加飾意匠チ主要トスル物品未夕 
以テ其 數多シトセズ今輸出中左 ノ 種目チ擢拔シーァ順次其要項チ掲ク 
段 通 刺繡幷 i 風漆器 
. 陶磁器 七 寶 銅器 
扇.子 團 扇 玩弄品 








段通毛氈ハ原卜海外 ノ 輸入品 ナリシ 壬從來鍋 島、#二 地方 一一 於テ支那 
輸入ノ段通チ摸擬シ內地ノ需用二充テタリ而シテ又古来支那ヨ卩波 
斯、土洱古等ノ絨氈チ輸入セシモ全ク支那製產物卜誤認シ萬曆氈ナル 
名稱チ 附シ且和蘭陀人3. り 交易輸入 スル 絨氈チ天鵞絨氈卜稱シ俱 一一 
內國一一 賞 用セラ レター然 レト书外國トノ交通開ヶシ以來俱 1 一其製産 
地 チ詳一 ーシ 輸入 絨氈內地一一流行シ之レー ー反シ從來 鍋島、# ノ南種 ハ內 
國ノ 需用チ杜絕 スルー ー至レ 9 

本邦段通ハ明治十五年頃ヨ9初ノテ海外へ輸出ス仝十八 九 年頃迄ハ 
微 ■々タル！ P ノー ー、 〆 テ 僅 rl 見本トシ テ ノ輸出11止ル 其 時代ハ木綿糸段 
通ノミナリ摸樣ハ內地向同樣一ーシーア薄鼠色一一藍又ハ茶色等チ以テ平 
易 ナル 摸樣ナリ ，夕 ■ • ^ ‘ 

明治ーー十年初ごア段通チ輸；出ス其大部分ハ麻(齡??む？从?械ノ)段通-一 


.'ン 


四 

テ木綿段通ハ其 I 小部分一一過ギズ之ヨリ大〗一輸出チ增加シ又外人 (t 
1 fit U ) ヨ9摸樣ノ注文チ爲ス-一至レ-其注文ノ摸樣種々ナレ te 多 
クハ支那ノ意匠チ 適用 セシ V ノト見へ假令ハ中心 一一(福* 等ノ文字 チ 
製織ス 

明治二十二三年以後ヨ9初 ノーア 外國ノ摸樣チ摸擬. シ大一一 需用 チ 喚起 
シ今一 一於 ケル！？ 土耳古、波斯等ノ摸樣チ直！一摸擬 スル 「トナレ9其頃 
ヨリ明治二十六七年迄ノ期間ハ右外國摸樣ノ外一一內國ノ意匠一一係ル 
種々 ノ草花、 樹葉、有職、獸類等ノ摸樣モ大1一輸出 セ 9然レ祀其額外國意 

匠ノー p ノーー 及バズ 

明治二十八年以後ハ純然外國摸 樣ノミ トナり內地摸樣ハ實一一少數卜 

ナレリ 

明治三十年以後ヨリ變遷シテ白地一一藍色及靑色ノ濃淡チ以テ配色セ 
シ乇ノ大一一流行ノ頤ア9尤モ各種ノ色チ陇闬スルモノモ依然輸出 - fe 


要スル 11 輸出ハ 米國七分英國二分其他一分ノ割 合ーーシテ 其嗜好 チ 記 

K レハ左ノ如シ 

米國ハ濃厚ナル摸樣ヨリ漸次淡白一一赴クノ傾アル^波斯摸樣ノ意匠 
ハ今一一持續セリ尤モ下等品ハ尙濃厚華麗ナル外國摸樣.チ輸出ス 
英國ハ淡白ナルモノチ好ムノ傾キアルモ使用者下等ノ者一一多キガ爲 
ナルカ品質粗惡ナルモノーー5/テ米國ーー.同£>ク濃厚華麗ナルモノチ輸 
出ス 

佛國ハ 時々 奇ナル 摸樣人物又 ハ 獸類等ノ摸樣チ 輸出 セシガ未ダ其數 

量僅少ナ9トス 
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明治廿九年ョリ现令 
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絹布 ノ 種類 1 1 シヲ 海外 一一輸出スル V ノハ 羽二重 絹 手巾 等ノ類チ初メ 
其他種々アレ FE 意匠チ摸樣一一施セル者ハ重一一剌繡モノーー; X テハ屏風、 
卓掛 、寢 臺掛、 窓掛 、壁 掛 、衣服、！ S 襠等ノ類其內 一一 友仙染ノ =e ノ =& アり然レ 
FE 平絹、 縮緬 等ノモノー ーナ クシ T 天鵞絨等-一多シ 約言 スレハ刺繡、天 f 鳥 
絨 地、友仙 111 K マルガ如シ 

右等ノ 物品 1 一對シ 應用ス.ル意 E ■ハ專ラ花舟、鳥獸 、虫魚、 ^ 水 M; 景等ア” 
卜雖 FE 明治初年ノ頃ハ從來所用ノ帛紗等チ輸入セン^輸出ノ需用漸 
次 增加一 i 隨ヒ彼レカ嗜好チ考察； X 特一一輸出 刺繡卜云フー 種ノ意匠チ 
出タス ーー 至レリ左1 一旣 往年次 一一 隨 t 應用ノ意匠槪要チ摘寫 ■ス 

壹.號 '' 

明治五年頃.#ラ'黑嬬子 地 チ用ィ屏風ノ如 .4 モ普通 同意 匠チ應用セ 

七 


A . 

c 號 

明治十年頃黑嬬子地チ專ーフトス然レトモ鳥禽類チ必ス取合ス-一 
傾ヶ9 
參號 

明治十五年頃嬬子地黑花色等需用供給兩者トモ稍ヤ意匠ノ巧ナル 
モノチ要スル ーー至 ル 此頃別 一! 金繡卜糨 シ黑鐳 子地 一一 金糸ノミノ花 
.鳥等刺繡チ施セシモノ多ク出セ9 
四號 

明治二十年頃黑花色嬬子等チ用ユ海外需要者應用ノ途漸次擴キチ 
致シ且ッ 山鉢、 見送、又ハ胴捲等ノ 物品 ヨリ假用チ開キ彼 地壁掛 、寢臺 
.掛、 「ピアノ」 掛等需用 チ 增加セリ 
五號、 六 號 

明治廿五年頃鵪色、金茶、褐色、玉子色等ノ嬬子地ナリ 


唐人物又ハ唐山水等チ應用セシハ暫時一ーシテ止ミ人物畫ハ廢レ和 
山水或ハ名所社寺等ノ建造物ノ風物チ用ユル11到ル 
刺繡伎倆ハ明治十八九年頃ョリ頓一一進步シ又從テ應用ノ意匠大11 
一變シ其面目日一一巧ナルーー到ル之レチ槪言セハ始ノ刺繡天鵞絨友 
仙染品ノ如キハ彼レ需用購求者一一促サレーァ製作販賣チ爲セシモ現 
今一一至ーァハ常一一商工業者ョ9新規意匠チ凝、 〆 斬新精巧ナル物品チ 
出シ需用者ノ購買心チ誘起スト謂フ 
七號、八號 : '•.一-. ご 
明治三十年ョり現今 黑、 金茶色、赤褐嬬子地 • 

五尺六寸四曲屏風塗椽枠仕立一ーシーア黑、苔色、茶色ノ嬬子地ナリ 


九 






漆器 ハ 古來本邦支那ノ特產一ー シヲ 歐米大陸一一之レナ キカ 故二專ラ本 
邦支那 一一 於 ケル 固有 ノ 形式摸樣チ以テ海外 一一 需用 セラレターキ然レ 
卜 V 近來 價格ノ 低廉 ヨり尋テ製造チ粗惡ナラシメ 遂一 一海 外 一一 於 テ 摸 
造 漆器 チ 現出 スルー ー至 ル 而シヲ今獨逸國 一一 於テ模造 スル 漆器加飾摸 
樣ノ如キハ專ラ日本 支那 ノ摸綠チ 加へ一見其 n 別 チ 迷 ハシム.ルーー至 
ル品ァ り原來輸出 漆器 ハ 盆類 チ 第ートシ總1アニ枚入子 チ以ヲー組卜 
ス伹シ 注文一ー ョり三 枚人 子 又 ハ 六枚入子等製出ス就中長手形就 
討び触壯寸 j (甲 (1) 圖)最多數トシ小判形(甲(2)圖)(觀1414 ノ)丸形(甲(3)圖)角形 
(甲(4)圖)之一一次ケり 

右四種ハ普通ノ形一ーシテ初メヨり今一一至 r 變化ナシ左一一異形ノ ■年チ 

追ーア變化セシモノチ列記スへシ 

明治十一年 右四種及軍配形(甲(5)圖)地紙形(甲(6)圖)五角小盆、六角小盆、 


十二 

A 角小 盆、 丸小盆益^!,15ハ明治十四年迄多數輸出セ- 
明治十一一年 從來ノ塗方ハ總黑、總潜 、總朱 或ハ椽ヨリ內惻チ黑 トシ 表 
面チ朱或ハ潜塗 トセシ' ガ此年始メ ーア 色漆チ以 テ 表面チ(甲£ ( 5 ')( 6 ) 圖)ノ 
如ク朱、黃、茶色等一一塗別クル事チ發明シ輸出セリ 

最初ヨリー般貿易品ハ歐米濠洲等一一至9 韦極粗製品ハ支那商ノ 
手 m 9 上海 一一 輸出セシガ此年 一一 至り上海行漸ク 减シ 香港行始マり 
二十二年頃迄繼續セリ 

明治十三年 從前八寸丸八寸角ハ總黑卜外黑內朱塗ノニ色ナ9シ'ガ 
此年黑、朱、黃、茶、柿等ノ五色チ以テー組トシ現今一一至ル！ P 猶引續キ輸出 
ス又同 シク 八寸丸八寸角ノ塗 分！ P 此年 W = '始マ り今一一至リ年々數十 
万組注文アリ 

明治十四年 鶴丸一段架棚(甲 ( 27 ) 圖)初ノテ製作フニッ輪違(甲 ( 12 ) 圖)モ本 
年始ノーア製作ス 


明治十五年 瓢形架棚(甲 g 圖)槌茶巾架棚(甲 g 圖)三輪違(甲(9)圖)ノ盆輸 
出 チ初ム 

明治十六年 此年內地向極ノテ不况 ナル チ以テ新 一一 意匠チ凝シ異形 
ノ盆類 m ( 8 ) g g 圖等)架 « 等數種チ製作シ テ 輸出セリ 
明治十八年 此年ョり明治二十一年迄販額大-一增加セり 
明治 二十 年 金屬底盆輸出ア9シモー兩年一ー シ テ止ム 
明治 二十 二年 此年一一至り異形ノ盆類及架棚等販路稍减少セり 
明治二 十三 年 異形ノ盆及架 棚ノ如 キハ 輸出 一一 適セズ 最初ノ如ク 長 
キ手 盆、 丸 盆、角盆、 軍配 形、 小判形等ノミ トナ レり 

明治二十四年 竹足1「テーフル.」(甲 g 圖)ノ製出チ始メ廿八九年頃迄盛 1 一 
輸出 セ、 V ' ガ現今注文皆無トナレリ此「テ— フル」ハ 盆ノ底チ表 > シ三本 
ノ竹足 チ交义シ.タル！？ ノ11 シテ 丸形、六角、八角、七寶、六 ッ梅 、六 ツ 櫻等ノ 
異形アリ運搬ノ際荷嵩チ减スル1一便ナり 

十三 



十四 

明治二十五年 塗板(甲！： g 圖〕此年ヨリ廿八九年頃迄盛一一輸出アリ此 
裏面ハ下地漉引摺漆一一止メ表面ハ黑塗リ或ハ色漆チ以テ塗分一一.ス又 
ハ鱲色若狹塗等ノ上等品！ P アり三4■年頃ョ9輸出漸次减少シ現今皆 
無ノ有樣 ナル モ蠟色上等品 ハ 小 歡ナ'ガラ 輸出 セリ 

明治二十七年 此年支那輸出ハ中絕セ 9 之 一一 反シ英、獨、佛、濠諸國へノ 
輸出ハ前年ヨリ增加セリ 

明治一一十九年 總靑 、總黃 塗 11 テ 無地へ金椽付ノ '七 ノ輸出 チ始メ シカ 
現今一一至り引續キ輸出ス 

明治三十年細長キ長手盆(舞1功 iiJH 寸 ) (甲 (21) 圖)各商舘ヨリ注文アリ之ハ 
「コップ」盆或ハ咖琲盆一一使用スト云フ塗色ハ朱、靑、潜、黃一ーテ總テ無地一一 
金樣チ附ス 

明治三十一年 此年一一至り中絕セシ支那ヨリ注文來り續々注文アリ 
前年《小形物多數チ占メ、 ゾ，セ 此年ヨり大杉物 チ 輸出 ス 


和歌山地方ヨリノ輸出漆器ハ安道物ーーシテ多數一一賣捌チ旨トセシユ 
ヨリ蒔繪等ハ_畫法 1 一 叶 じシモノ少ク無法一一書放 t 加 之外人ノ望 一一 at 
リ此處淋敷故鳥チ 加へ ヨ或ハ梅花少ナキ故雁チ 加へ ヨ坏卜馒り一一繪 
ノ 全面一一渉ル樣一ーナン明治 十 年頃迄ハ十中ノ七八迄ハ富士山水ノ蔣 
繪能ク賣行キ 十一 年頃ハ虫ノ喰合虫ノ行列或 ハ 鳥猿ノ喰合鬪雞等卜 
一時ハ 異樣ノ摸樣チ望 ミ シモ十六七年頃 ヨ5 普通ノ蒔繪(花鳥 V ナリ 
現今一一至り T ハ無地物多ク出ッル樣一一成り來レリ猶別紙圖而卜照合 
スレハ其槪赂チ 知 ルチ得べシ 

乙圖 g 富士ハ明治初年ヨリ十年頃迄專ラ憲キシ V ノ 
八エ(5 )( 8 ) 等ハ.十一年頃ヨリ，二三ヶ年畫キンモノ 

仝 g 圖ノ如 ク塗分一一 別々 一一盡チ入レシモノ ハ十二年頃3.リニ十年頃 
盡キシモノナレ K 現今 ハ 極 ノーア少シ其 後 ( 9)(10)( 16 ) 圖等塗分ノ h 二 一面 
一一 It 付 チナセリ 

十五 


み 


十六 

(1(-2(3) け 圖等ノ山水ハ十三四年迄至 リシモノ 11 シテ 後三十年頃ヨ9 
聊力輸出ス 

(7(9)( 16 ) 圖等ノ花烏 摸樣ハ 最初 ヨリ 現今一一至 リ其多キチ占ムルナ 
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陶磁器 

本邦陶磁器ノ產地窯業ノ個所殆1/卜全國一一普子シ其數古ヨ U 廢存ノ 
兩樣チ數フル時ハ實一一三百有餘ノ個所トス我國窯業ノ事遠ク古ヨリ 
傳ハリ維新前諸侯封土 ノ地トシ ー r 或ハ御庭燒卜稱シ或ハ國産卜稱へ 

治ント陶器チ製セサルハナシ故一ーー國一ーシテ其種類ノ夥多ナル海外 

一一 ^其例グ見 サル 所ナー然 レ m 廢藩後此業ノ廢絕一一歸シ民業トシ1ア 
從來産出スル尾張、美濃、肥前、山城、加賀、出雲、淡路、其他數ヶ國ノ如キハ存 
續セ V カトモ其 他 ハ 皆廢絕一一歸セリ 

其多種ノ陶器 ハ總テ 各原質製作ノ風チ異 一ーシ 獨特ノ趣味チ有セリ而 
シテ文飾形式ノ如キ V 亦各一種ノ風格チ存シー見他卜誤ラル、 f ナ 
キガ如シ 

海外輸出陶器ノ當初ハ其裝飾摸樣及 C 器物 >= e 大概本邦從來ノモノ 

チ以テ或ハ仕入外客又ハ居留外人ノ手チ經テ輸出チ爲セリ然ルーー明 

十七 


十八 

治三四平頃ヨリ珈琲具茶具及ビ水差類アリ尋テ花瓶飾壺等ノ如キ漸 
次器物一一及ホ，ゾ從ーア其摸樣等年一年種々ノ意匠チ交替 A 大赂其變遷 
順序逐次揭クルカ如シ加之明治廿三四年來ヨリハ彼國ノ裝飾上ノ配 
色卜摸樣等 チ 加合 シー 種雜飾 チ爲ス 者 アリ ト雖 E 是等ハ j 時ノ所好 
1ーシテ持續スル r - ナシ然 1/ te 錦 黛 顔料 一一 至テハ獨佛 等〗ー テ製出スル 
材料チ採用スル1多キチ加へ今日ハ殆ント全國輸出陶器製造者チン 
テ過半用ィシムルーー至レリ而シテ最近一両年ヨ9ハ加飾淡薄本燒窯 
所出ノ色深チ以テ新意匠ノ流行品トシテ目スル 所ナリ 
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明治七年 
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明治せ八年 



明冶廿五年 
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七 寶 

七寶ナル語辭原卜佛書一一出ッ金銀珠玉寶石ノ種類チ鏤メタルーー依ル 
支那 萬曆 七寶 ナル = e ノアり 即 t 明朝萬曆年間 n 精巧華麗 チ 極->» タル 
モノ ナル チ以テ此 名アり又 支那テ外國 ヨリ輪 入 セン 七 寶チ命名シ 
テ鬼國寵 卜稱フ而シテ 支那一ーハー種 銅製ノ器皿ノ類“ 一斑瑯釉チ施シ 
上 1一書 紋ノ 文飾 チ 加へタルV ノア 9我國一一於テハ遠ク寧樂朝1一'セ七 
寶チ製セン！-チ傳フル！ P 要スル i! 以上 ノ 外國ノ 製作一一摸傚シ テ 研究 
發達遂一一今日宇內一一冠タル11至9タルハ當業者ノ名譽タルべシ今日 
七寶加飾ノ意匠ハ大別'ンテニ種トス即于有線七寶無線 七 寶ノ両樣ナ 
リ有線 ハ 現今京都 地方 一一多ク並河靖之ノ製ハ專ラ之一一 由ル無線 ハ 東 
京 濤川惣 助其 製作 一一 蕰奥チ極ノ 常11 新 意匠チ 案出、ゾ尋テ 橫濱 愛知地 
方 等其亞流 チ酌ム モノ トス 今 意匠 沿革 チ 槪揭ス レ ハ當初ハ專ラ支那 
式摸樣 11 傚 U 次11花卉花鳥ノ圖樣一一及 t 現今ハ風景虫魚ョ 9 人物等 
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二十 

ノ.類 一一 至ル迄治ント繪 書 卜其巧致チ爭ハント スル ノ域二一一至ルり就 
中配澤硏磨ノ作用ハ其物一一對、 〆 適用變轉極9無キカ故一一海外一一其賞 
贊チ受クル亦夕 宜ナ？ 意匠 赂述 一一附スル1一 業務 ノ 沿革 チ 左 一一 摘錄シ 
參考 1 一供ス 

京都 一一 於ヶル 七 寶ノ起原チ繹ヌルーー ^ 乎トシ テ 其端緖詳ナラズト雖 
.'セ 德川時代 一一 於 TrL 條坂 一一 高槻某 ナル 者 アリ 泥 繪具チ 用 じ襖 ノ引手 
钉隱シ掛物ノ軸等チ製出シ連綿 七 代 ーー曁べ . 9 卜聞 ク惜ム 可シ明治初 
年 ノ頃其 跡 チ斷ッ世一一高 概七 寶卜稱シ 人口 11 傳唱 スル！ P ノ即ナ 之 レ 
ナり降 テ 明治五年尾張國遠島 ノ產桃 井 義三郧ナル 人當地 一一 移住 シ後 
藤文造卜相圖リ河原町 三條上ル舊加賀屋敷一一 於 T 七 寶會社チ 創立セ 
り然 ルーー 資本裕 ナラズシテ ー旦 閉鎖シ 再 t 大井善藏 トカチ 協セ該曾 
祉 チ興ス 間^ ナク蹉跌； X 同年七八月 頃全ク 解散セり時 一一後藤文造ノ 
親戚 一一 r 曾テ桃 井 義三郧 ヨリ傳 習チ受 ヶタル水 谷 龍造ナル 者其會 社 


ノ倒產チ遺憾卜、 〆 製造要具チ讓受ヶ更一一七寶製造所チ起セリ玆一一通 
稱錦雲軒尾崎久兵衞ナル者アり夙一一海外貿易一一志シ率先シテ粟田陶 
器ノ.輸出チ企テ七寶ノ前途有望ナルーー着眼、 〆 製造チ創メ俱11其販路 
ザ擴張プ'之1一反、ゾテ水 谷 龍造ハ萎靡振ハス翌六年八月閉塲セ.り同年 
十二月曾我茂三郞ナル蔣11河靖之チ勸誘、 〆 七寶製造一一從事ス凡一年 
1.ーシテ分離シ並河靖之獨り素志チ貫ク明治七年紀伊馬新助、佐野豊三 
郞光ッ企業； X 踵テ 菅谷 謙次郞、初川吉兵衞、錦光山宗兵衞等ノ製造家陸 
續興起、ゾ京都七寶ノ基礎玆ーー立ッ降テ明治八年ヨり十年迄ハ僅一一壹 
名ノ起業茜アルノミーー〒經過ッ十一年-一到リ官立舍密局ハ獨逸人ヮ 
r !— Tl ^ チ傭聘シ專ラ原料チ精製シ內外ノ需用一一應 i >:- T 裨益チ遺ス明 
治十五年-.至リ官 家 士族 > 圑体製造 チ始メ ' ン'七 數月 一ー シーア倒 ル 明治 
十六年以降ハ凡ニヶ年間壹戶宛ノ割合一ーーア製造家續出シ.現今ノ盛威 





二十二 

事業膨脹ノ原因 

京都七寶ハ古來ヨ9其名アリト雖モ未夕嘖々タラズ明治五年一一於 r 
新萠芽チ生ゼシ以來漸次枝幹繁茂シ以テ刻下 ノ 喬木トナ ル 之レ决シ 
ーア 自然 ノ 生育 ノミーー アラ ザルナリ 蓋?/其栽培者ハ前京都府知事横村 
正直歟氏ハ夙一一殖產ノ振起チ圖り銳意實業チ鈹舞セラル京都七寶ノ 
重要物產 トナ 9 シ 所以氏等ノ獎廠 與ッテ カ アリ ト謂 フべシ 
總ーア 事物ノ進步 ハ 粗ヨ！濟 1 一入 ル 京都七寶ノ精巧- 12 蓋シ此階級 11 據 
ル丨雖 a 亦先輩者 ハ 夙 一一 社會ノ形勢世 運ノ 推移1 一 留意 S / 内外 チ 問ハ 
ス凡傅覽會典進會展覽會等開設ノ都度率先出陳、 〆 審查品評チ求メ以 
テ新智識チ研磨 BX 且ッ弘ク需用チ促セ、>^一一 依ル之レ等チ膨脹ノ重因 

ナリトス 


事業ノ名譽 


率先者並河靖之ぐ曩一一實業勵精ノ廉チ以テ綠綬褒章チ賜リ次テ帝室 
技藝員ノ命チ拜ス之レ個人ノ專有一ーアラズ蓋シ京都七寶ノ光榮ナリ 

トス .. > . : 

事業ノ盛衰及原因.. 

七寶チ別 tr 左ノ三種トス 

銅器七寶 陶器七寶 S 山七寶)平戶七寶(平田七寶) 

銅器七寶ハ明治五年 以來逐年産額，增進シ明治 十二 年 一一 至リ頓 一一 三倍 
ノ多キ ーー 騰 9十五年一一至り T 較减退セリ之 レ 好景氣ーー乘.シ濫 リー ー製 
造シ遂一一收支ノ權衡 チ失ヒ 倒産 セ、 ゾ 'セノ生ゼシー ー依 ル 十六年以降 ハ 

實着ノ製造家ノ ミ. トナ 5 年々產額昂進シ明治廿八年 n 至リ四萬餘圓 
ノ巨額二達セリ 

陶器七 寳ハ明 治七年初メ テ製 出. シ..年々盛ン ーー 輸出 セ I /= e 十四五 年頃 

一一 至り 漸ク 衰退シ 十八年1一至9全ク其跡 チ 斷ッ之レ銅器七寶ノ進步 
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二十 四 

一一隨 t : 自然壓倒セヲレタルナ ，V 

平戶 七寶 ハ從來 多少 製 出 セシモ 著 シカ ラズ 十八年頃 ヨリ漸ク 販路 擴 
カリテ廿一年マテ產額頗ル多 カリン' ガ其 外觀ノ 美麗久シク保ナ難キ 
缺占川アリ、ノ爲メ 俄11 購客チ减 B / 翌年 ヨリ 僅少ノ產額トナ ル 
品位ノ進退及價格ノ高低 

品位 ハ技術卜共一一年々 長足 ノ進步チ見ル今假リーー削造！一係ル V ノト 
目下 ノ製品卜對照セハ蓋シー目瞭然タラン 

價格一一至りテハ當初頗ル利益アり； X 力逐年競賣ノ結果自然低下； X 今 
ハ相當ノ價格チ保ッ 

ーヶ年間產額增减ノ理由 

販賣一一卸卜小賣ノニ途アリーア各其時期アリト雖 K 産額ハ每ネーー均一 

チ保ナ甚シキ增减アル事ナシ 

販賣先及取引上ノ習慣 


十 

十 

十 
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分 

分 
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用人 
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度 

出 



支 




那 




諸 

先 



開 




港 




塲 



販賣先チ地方11依-'區別スレハ槪ネ左ノ如シ 


取引ノ習慣ハ從來信用取引一ーシーア匈一一係ルモノハ其注文品、仕入品 
一一拘ハラズ過半掛賣勘定一一屬 B / 小賣一一係ル V ノハ所謂店商 t 一一類 
主トシテ現金取弓、トス 
販路ノ便否 

創製ノ際ハ運輸交通一一困難チ免カレザり5/力鐵 道、 電信、小包郵便等開 
通以來毫モ不便チ感セス . 

原料ノ産地及其價格高低ノ原因 
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二十六 

原料ハ總テ京都1一産ス伹繪具 ノー 種一一至リテハ輸入チ仰ク f ノアリ 
卜雖 te 少量ナリ. . 
原料ノ重モナルモノ、內生地、針金ノ價格ハ時々高低アリト雖 te 近年 
一一至9テ漸ク高貴トナル繪具ハ需用ノ增加スルーー隨匕却 T 追々廉價 

トナ レ■リ 

産額ノ統計及製造家ノ興廢 
別表一一詳ナ9 

同業者ノ組合 

相互間一一德義チ基礎トシタル規約 ノ設 ケア9テ粗製濫賣チ防止シ 
エノ 取締技術ノ進步チ計ルノ方法備ハレリ 
_製造上ノ發明 

其著シキ r ノチ揭クレハ左ノ如シ 

明治七年紀伊馬新助ノ技手北村長兵衞ハ陶器七寶チ創造シー時海 


職 


外ノ賞讃チ傅セ9明治九年並河靖之ハ玻璃透明及‘茶金石挿入ノー 
法チ發明ス 

職エノ狀况 

勞働時問 ーケ年チ平均 y 一日十時問トス伹シ夏期ニケ月ハ夜業チ 
廢ス 

休 日 每月一日、 十五 n 及大祭日トス 

賃 金槪ネ左ノ三種一一別ッ 

上級 一 n 金五拾錢 中級一日金參拾錢 下級一日金貳拾錢 
給與ノ方法 一時間又ハー日若シクハーケ月何程卜給額チ定ノタル 
向 ハ 每月槪 4 十四日三十日ノ兩度 一一 支給、 シ豫メ價格 チ定ノ テ 受員 
ハ シメタ.ル 賃金 ーー對シ テ ハ 直 t 1 一 支拂フモノト每月両度一一精算ス 
ル乇 ノトノニ種 アリ 

貯蓄 未 ター定ノ 法則 ナ5/ 卜雖 te 各 家風一一 依リテ設ケアリ 
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備考 


愼教ノ增减ハ夸業く武棄 U 閑セスト虽代需用者/意向流行ノ變遷ヲ氨 
明治ユ寸ーー斗ーー至ルマデ廢業又ハ轉言ヒシ髮造家4>?プス其梁造额ハ調查ノ 
清十キ：非ス象/&_本_ハ己ムヲ？ ' ス省落セリ_ 


i 足ル 

行届ク限-合蔞セ〇卜条モせ一年以前：係ル七人多 >>_-* 
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明治三十年以降 



































銅器 

海外 n 於ヶル本邦銅器チ愛玩スルハ大器ハ青銅其他附色ノ色澤小器 
1ーハ金銀チ鏤タル加飾ノ意匠品等ナリ元來本邦一ーハ外國卜其法チ異 
1ース4.合金ノ種類數多ーーシテ且.ッ加.飾摸樣等各々彼レ > 異ナル.力故 
一一一種ノ與味チ有スルチ以テ愛玩珍鍾セラル近來歐米一一於ヶル銅器 
色附，ーハシ的一； iTi ュ1 T 仕上卜稱シ賞賛セラル、狀况ナ5 

近來夥多ノ種類アル金 M 器チ總賴5/ーブ銅器卜云フ銅器ナル名詞ハ實 
1 一亡漠 トシ テ其區域甚夕廣シ是レ原卜外人 ノ7'1 ロンズ ナル 名詞 ノ所 
用^基キ邦人其意義チ俱一一慣用シ遂一一通俗語卜爲ルーー至レリ 
本邦冶金ノ術旣一一昔年一一發達セり刀劍ノ鍛冶、附屬小道具、鑛、椽頭ノ製 
作佛像佛器等ノ製作盛ンナリシカ故一一寧 C 其技術ハ昔日一一及 X サル 
カ チ 疑 ハシム ルナ9然レ te 今世科學ノ進歩ハ將來原料ノ上1一一新面 

E チ加フル途アルチ信セリ故一一外人ハ本邦所製古金屬器チ目シテ大 

二十九 




三十 

11 其技術ノ精巧チ鍾愛、ン尋テ今日新製銅器チ購求スルーー至ル製作者 
新古ノ經驗智識チ適用シ宜ク研究發達チ圖ル可.キナ9現今我製作# 
一一； XT 欠点 チ指示 セハ鑄 造及ヒ 原型チ 其最 > 甚シキ者トス 然卜韦 天 
然混成ノ地金チ適宜應用シーァー種ノ地金チ製スルト銅器ノ色澤チ出 
スハ古來傳習一一由ルト雖モ猶ホ將來11持續スベ、 〆 今從來ノ加飾彫製 

タカポリトギダシボリ シシアィボリ k 、 C 匕\\ブ、カタキリボリ ヶボリトギ，ダシケボリ トギダシカタ，ホ”- 

チ擧クレ>\隆彫、硏出彫、肉間彫¥?^1%&片切彫、毛彫、研出毛彫、硏出片切彫、 
鑄型彫、陰} I 胸、 M ,,、 9免 I 1:. M 、# S ;¥ C 等ノ十三種トス器物ノ原形チ 
作ルーー打出5/鑄造ノニ樣チ以テ彫刻一一數種ノ金屬チ加飾シ色澤錡色 
チ施ノトス現今最壬多量11輸出スル 所ノ 器物ハ三ッ具足、植木鉢、 
燈籠_ I )磬鑼 類、 香爐、花瓶等ノ飾物一ーシテ莨箱盆等ノ類ハ其次卜 


ス 















































































































































































明治十五年ョリ廿 14 マ' テ 









































































明治一一十二年 



明治二十七平 














































































































































































































































明治十五年 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明？/ B 二十五年 

































扇子 ハ 古來ヨ り禮儀典式ノ用 1 一 供 スル！ P ノーーシテ有職故實ノ儀朝野 
俱11 多 シ即于 檜あ ふき チ始ごの 2 ほ {V、 中啓、はんほ T、 月 扇、 末廣等種類 
アリ 而シテ我國ノ扇ハ骨數 少キモ 中興支那扇 一一 做 t 骨數ノ多キ モノ 
名古屋 一一 r 製 出、 ノ大一 i 日用 扇 一一所用セラレシ r * アリ 
開港以來一種輸出扇ナル稱呼ノ下一一海外ノ所用卜彼力嗜好トチ考察 
シ牙、骨、 木、 竹等ノ 材料 チ 用ィ其ノ摸樣ノ如キハ年々新意匠チ應用シ其 
變化擧テ數フ可カラズ近年輸出ノ最多數チ占ムルモノハ佛、西、兩國ノ 
裝飾配色一一倣ヒ萬國雜合的ノ加飾.チ爲シ彼國嗜好一一投シ且價格廉ナ 
ルカ爲メ ーー市塲一一 輸贏チ爭フー ー至 ル 西班牙ノ如キハ爲 ノー ー本邦ノ輸 
出品一一對シ重税チ課スルーー至ル明治十年來意匠ノ沿革チ序述セハ左 

ノ如シ 



三十二 

寸法 九寸三分 三十間 
骨 白竹 紅タメ 黑塗 
地 紙 地色濃厚1ーシテ山水人物 ノ畫 
右ハ.僧侶 神官 ノ 使用 セル 古風ノ 扇子(俗一一 名古 屋扇卜 云フ) 一一摸 m 

シタル毛 ノナリ 

W 治十一年ヨリ仝十四 年 迄ノ間 ハ特1一記スへキ變遷ナシ 
明治十五年 

寸法 尺一寸 三十間 

白竹 紅タノ 黑塗 ゥルミ塗 親骨一一銀蒔繪チ 
初ム 

地紙 銀箔押入一ーシーア山水人物草花ノ翥 
明治十六年 

寸法 尺一寸ヨリ尺二寸 十間 


骨 肩付一一變ス 
地紙 摸樣前年—同シ1に 
明治十七年 

寸法 尺一寸 八間 

骨 親骨ニッ割一一變ス 

地紙 摸樣前年1 一同シ寒冷 紗 チ用ユル P ノ多シ 
明治十八年 ‘ 

寸法 尺 十六問 

骨 親骨?ッ割或ハ大平一ーシテ菊扇トナル 

上等品，ーーハ親骨ーー糸掛ノ裝飾チ施シ紈ーニ房チ付 
地紙 摸樣變遷ナシ 
明治十九年 米國向ハ變遷ナシ 

佛國向寸法 尺三寸ヨリ尺五尺 三十間 

三十三 


ク 


三十四 

’骨 •白竹 紅タタ 黑塗 ゥルミ塗 
金塗等 

地紙 箔押花鳥人物ノ憲最多シ 
明治二十年 米國向 前同斷 

佛國向 前同斷 伹シ親骨11彫刻チ加フ 
明治廿一年 英國 偷敦一一佛國向製品チ輸出ス 
明治廿二年 . 

寸法 九寸五分 三十間 三十五間 四十間 
骨 細口 親骨牛骨チ用ユ 西班牙一一販路チ開ク 
明治二十三年 

:く：：；寸法 七寸又ハ八寸 

骨'親中骨 rl 蒔繪チ初ム 
地紙 二段扇チ初ム 


西班牙向輸出最书多6/ 

明治二十四年ヨリ仝廿九年迄變遷ナン 
明治三十年 米國向 白塗骨チ用 
地紙 箔押チ廢ス 
明治三十一年 變遷ナシ 
明治三十二年 大摸樣チ好メリ 


三十五^ 
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本邦ノ團扇ハ海外一一在ッテハ寧 S 仰風ノ用具タル ヨリ ハ 裝飾ノーー i 
供セラル、コト殆ント過半ナリ故一一流行ノ如何ハ其輸出ノ盛衰一一關 
スルコト多5/近來室內壁上一一掛ケ排クル團扇裝飾ノ 頓一 一^ミタル 
チ以テ輸出ノ數大一一减セリ然レ te 絹張團扇又ハ仰風 用 トシテ=6若干 
ノ量尙年々輸出ス十年来流行摸樣チ左一一槪擧ス 


三十七 


三十八 
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琬弄品 、提燈 

雜貨品中意匠加飾チ專耍トスル'セ ノ甚夕 多 トセサル モ其重 ナル IP ノ 
ハ玩弄 品、 提燈 、日傘、 紙手巾、次一一竹器蘧紙等 トス 

玩弄品ハ明治十年漸次盛況チ呈シ禽 、獸、虫、 魚類ョり花卉果實菜蔬等 一一 


至ル迄悉ク網羅シ殆ント枚擧11遑 
米一一傳播シ甚夕.優勢ナリ.トス彼レ 
作者ハ唯巧緻チ尊ビ學理ノ應用一一 
力如シ當業者將來チ慮ラサル可力 
次11竹 器、 竹細エ ハ 漸次進歩巧緻 ノ 

スル 所 アリ 

n 傘、 提灯、 紙 手巾ノ 如キモ 意匠應用 
アり之レ必竟意匠家ノ考案チ求メ 

ナルーー依ルナ1フン 


ナシ然レ m 近來獨逸國製玩弄品歐 
ハ學理チ應用シ嶄新ナル^本邦製 

乏ヶレハー贏チ彼一一先セラレタル 
1フス 

威一一入ル！ P 膠料ノ点一一於テ欠点卜 

ハ旣一一悉シテ更一一溫故再出ノ傾キ 
ス又工業者ノ智識一一乏ク見聞狭隘 

三十九 


明治十.九年ョリ廿三年迄三ヶ年間 . 

綿製.魅 虫類 輸出ス 
明治一一十二年ョ9廿五年迄三ヶ年間 

紙製 蛇 灯煶薦肇) 蝶 俄鬼 
綿製. 蜘蛛 

絹糸製 蜘蛛巢 輸出ス 
明治廿六年ョリ廿九年迄三ヶ年間 
紙製 蛇 

綿製 蛙 虫類 輸出ス 


四 
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歐米兩洲工業意匠ノ實况 

目今ノ粧飾チ槪觀セハ濃厚錯雜一一、 〆 T 幾何學的ナル趣向チ離レ淡薄 
輕妙ナル意匠チ專要トスルーー傾嚮セル = e ノ 、如、 〆 其粧飾上ノ考案1一 
於ケル！ P 其時代様式一一抅泥セス廣ク宇內ノ樣方チ配合シーア混合粧飾 
ナル'七ノチ適用スルーーアリ彼ノ新派ノ謹風ノ如キ晝者ノ思想幻象チ. 
書カズ眼1一映スルノ自然ノ現實卜其光線ノ色綏トチ寫出 S / 或ハ本邦 
ノ鈎籙畫風チ應用シテ撮影的ノ濃陰チ除キ却テ其趣味チ加へ或ハ佛 
國一一於ケル或一種ノ寄木篏入ノ書樣ハ木理木色チ假用シテ花紋動物 
チ寫出、ン其類例枚舉一一違ナ、'ン本邦 H 藝者ノ現况一一徵シ轉夕槪歎一一堪 
サルナり左一一數種チ摘採、ゾテ其例証.トス 


四十 
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翊子器 

# i 曼5 -- 自然 

融熔：杜セ# 
石樣-色澤ヲ 

出ス 
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大湯® 像ハ專ラ 
本拜 風ヲ傲フ 
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同上其二 



















































































































































































































































































































































































































































































































管，；冬又ハ金薦若クハ n ヲ用 t 
^盛雀編,ハ4 稈级 ヲ以テ 為 ス 

其一 
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明治 iff 三年三月三十 一 日印刷 
明治卅三年八月三十一日發行 

農商務.•省商工局 


m 京 Tn 京橋區彌犮衞1:町十番地 

印刷者 遠山友三 

東京市京橋區彌左衞門町十? S 地 

印刷所 國 華 
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